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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用されるべき平均化のタイプの指示および平均化
するか否かの指示のうちの少なくともいずれかを基地局から受信することと、
　１つまたはより多くのサブフレームにおいて受信される基準信号を測定することと、
　前記平均化のタイプの前記指示および前記平均化するか否かの指示のうちの前記少なく
ともいずれかおよび前記基準信号の前記測定値に基づいてＣＳＩ報告を生成することと、
　前記ＣＳＩ報告を送ることと、
　を備える、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
　前記平均化のタイプの前記指示は、時間領域平均化または周波数領域平均化のうちの少
なくとも１つを指示する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記平均化のタイプの前記指示は、干渉平均化、チャネル平均化、信号対ノイズ比（Ｓ
ＮＲ）平均化、またはスペクトル効率平均化のうちの少なくとも１つの指示を備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記平均化のタイプの前記指示および前記平均化するか否かの指示は、前記基地局から
ブロードキャストまたは専用シグナリングのうちの少なくとも１つを介して提供される、
請求項１に記載の方法。
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【請求項５】
　異なる指示が、サブフレームの異なるサブセットに対して独立して適用されるべき異な
る平均化のタイプに関して提供される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ＣＳＩ報告に適用されるべき平均化のタイプの前記指示を前記基地局から受信すること
は、
　報告プロセスを測定リソースの特定のセットと関連付けるためのシグナリングを、前記
基地局から受信すること、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用されるべき平均化のタイプの指示および平均化
するか否かの指示のうちの少なくともいずれかをユーザ機器（ＵＥ）に送信することと、
　前記平均化のタイプの前記指示および前記平均化するか否かの指示のうちの前記少なく
ともいずれかおよび基準信号測定値に基づいて生成されたＣＳＩ報告を前記ＵＥから受信
することと、
　を備える、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法。
【請求項８】
　前記平均化のタイプの前記指示は、時間領域平均化または周波数領域平均化のうちの少
なくとも１つを指示する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記平均化のタイプの前記指示は、干渉平均化、チャネル平均化、信号対ノイズ比（Ｓ
ＮＲ）平均化、またはスペクトル効率平均化のうちの少なくとも１つの指示を備える、請
求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記平均化のタイプの前記指示および前記平均化するか否かの指示は、前記基地局から
ブロードキャストまたは専用シグナリングの少なくとも１つを介して提供される、請求項
７に記載の方法。
【請求項１１】
　異なる指示が、サブフレームの異なるサブセットに独立して適用されるべき異なる平均
化のタイプに提供される、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　ＣＳＩ報告に適用されるべき前記平均化のタイプの前記指示を送信することは、
　報告プロセスを測定リソースの特定のセットと関連付けるためのシグナリングを、前記
ＵＥに送信すること、
　を備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用されるべき平均化のタイプの指示および平均化
するか否かの指示のうちの少なくともいずれかを基地局から受信するための手段と、
　１つまたはより多くのサブフレームにおいて受信される基準信号を測定するための手段
と、
　前記平均化のタイプの前記指示および前記平均化するか否かの指示のうちの前記少なく
ともいずれかおよび前記基準信号の前記測定値に基づいてＣＳＩ報告を生成するための手
段と、
　前記ＣＳＩ報告を送るための手段と、
　を備える、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置。
【請求項１４】
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用されるべき平均化のタイプの指示および平均化
するか否かの指示のうちの少なくともいずれかをチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用
されるべき平均化のタイプの指示をユーザ機器（ＵＥ）に送信するための手段と、
　前記平均化のタイプの前記指示および前記平均化するか否かの指示のうちの前記少なく
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ともいずれかおよび基準信号測定値に基づいて生成されたＣＳＩ報告を前記ＵＥから受信
するための手段と、
　を備える、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信の装置。
【請求項１５】
　少なくとも１つのコンピュータに、実行されるとき請求項１から６、または請求項７か
ら１２のうちの一項に記載の方法を実行させるための実行可能な命令を備える、コンピュ
ータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【優先権主張】
【０００１】
　[0001]　本願は、２０１３年１月２５日に出願され、その全体において引用により本明
細書に組み込まれる、米国仮特許出願番号第６１／７５６，９０１号の権利を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示のある特定の態様は、一般的にワイヤレス通信に関し、より詳細には、
セル固有の基準信号（ＣＲＳ）干渉平均化に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、データ等のような様々なタイプの通信コン
テンツを提供するために広く展開されている。これらのシステムには、利用可能なシステ
ムリソース（例えば、帯域幅、および送信電力）を共有することによって多数のユーザと
の通信をサポートすることができる多元接続システム（multiple-access systems）であ
り得る。このような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、
時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、ロン
グタームエボリューション（ＬＴＥ）－アドバンストを含む第３世代パートナーシッププ
ロジェクト（３ＧＰＰ）ＬＴＥ、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム
を含む。
【０００４】
　[0004]　一般的に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末のため
の通信を同時にサポートすることができる。各端末は、フォワードおよびリバースリンク
での送信を介して１つまたはより多くの基地局と通信する。フォーワードリンク（または
ダウンリンク）は、基地局から端末への通信リンクを指し、リバースリンク（またはアッ
プリンク）は、端末から基地局への通信リンクを指す。この通信リンクは、単一入力単一
出力、多入力単一出力、または多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立され得る
。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　本開示のある態様は、一般的にワイヤレス通信に関し、より詳細には、セル固
有参照信号（ＣＲＳ）干渉平均化に関する。
【０００６】
　[0006]　本開示のある特定の態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のため
の方法を提供する。該方法は、一般的に、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用される
べき平均化のタイプの指示を基地局から受信することと、１つまたはより多くのサブフレ
ームにおいて受信される基準信号を測定することと、指示された平均化のタイプおよび測
定値に基づいてＣＳＩ報告を生成することと、および、ＣＳＩ報告を送ることとを含む。
【０００７】
　[0007]　本開示のある特定の態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方
法を提供する。該方法は、一般的に、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用されるべき
平均化のタイプの指示をユーザ機器（ＵＥ）に送信することと、および、指示された平均
化のタイプおよび基準信号測定値に基づいて生成されたＣＳＩ報告をＵＥから受信するこ
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ととを含む。
【０００８】
　[0008]　本開示のある特定の態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のため
の装置を提供する。該装置は、一般的に、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用される
べき平均化のタイプの指示を基地局から受信するための手段と、１つまたはより多くのサ
ブフレームにおいて受信される基準信号を測定するための手段と、指示された平均化のタ
イプおよび測定値に基づいてＣＳＩ報告を生成するための手段と、および、前記ＣＳＩ報
告を送るための手段とを含む。
【０００９】
　[0009]　本開示のある特定の態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装
置を提供する。装置は、一般的に、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用されるべき平
均化のタイプの指示をユーザ機器（ＵＥ）に送信するための手段と、および、指示された
平均化のタイプおよび基準信号測定値に基づいて生成されたＣＳＩ報告をＵＥから受信す
るための手段とを含む。
【００１０】
　[0010]　本開示のある特定の態様はまた、上述のオペレーションを実行するための装置
およびプログラム製品を提供する。
【００１１】
　[0011]　本開示の様々な態様および特徴が、下記においてさらに詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　[0012]　本開示の以上に述べた特徴を詳細に理解できるように、上では簡潔に概要を述
べた、より詳細な説明が、態様を参照して行われることができ、その態様のいくつかは、
添付の図面に示されている。しかしながら、添付の図面に示されているのは、この開示の
ある特定の典型的な態様のみであるので、その範囲を限定するものと考えられるべきでは
ないということに注意すべきである。というのも、この説明は、同様に効果的な他の態様
にも認められ得るものだからである。
【図１】[0013]　図１は、本開示のある特定の態様にしたがう例示的なワイヤレス通信ネ
ットワークを概念的に示すブロック図である。
【図２】[0014]　図２は、本開示のある特定の態様にしたがう、ワイヤレス通信ネットワ
ークにおける、ユーザ機器（ＵＥ）と通信している発展型ノードＢ（ｅＮＢ）の例を概念
的に示すブロック図である。
【図３】[0015]　図３は、本開示のある特定の態様にしたがう、ワイヤレス通信ネットワ
ークにおける使用のための特定の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のための例示的なフレーム
構造を概念的に示すブロック図である。
【図４】[0016]　図４は、本開示のある特定の態様にしたがう、ノーマルサイクリックプ
レフィクス（ＣＰ）を有するダウンリンクのための例示的なサブフレームフォーマットを
示す図である。
【図５】[0017]　図５は、本開示のある特定の態様にしたがって、チャネル状態情報（Ｃ
ＳＩ）フィルタリングにより達成される例示的な利得を示す図である。
【図６】[0017]　図６は、本開示のある特定の態様にしたがって、チャネル状態情報（Ｃ
ＳＩ）フィルタリングにより達成される例示的な利得を示す図である。
【図７】[0017]　図７は、本開示のある特定の態様にしたがって、チャネル状態情報（Ｃ
ＳＩ）フィルタリングにより達成される例示的な利得を示す図である。
【図８】[0017]　図８は、本開示のある特定の態様にしたがって、チャネル状態情報（Ｃ
ＳＩ）フィルタリングにより達成される例示的な利得を示す図である。
【図９】[0018]　図９は、本開示のある態様にしたがう、例示的なＣＱＩヒストグラムを
示す図である。
【図１０】[0018]　図１０は、本開示のある態様にしたがう、例示的なＣＱＩヒストグラ
ムを示す図である。
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【図１１】[0019]　図１１は、本開示のある特定の態様にしたがって、ＵＥにより実行さ
れ得る例示的な動作を示す図である。
【図１２】[0020]　図１２は、本開示のある特定の態様にしたがって、基地局（ＢＳ）に
より実行され得る例示的な動作を示す図である。
【詳細な説明】
【００１３】
　[0021]　本開示の態様は、ＣＳＩ報告プロセスに平均化を選択的に適用することによっ
て、パフォーマンスを拡張するための技法および装置を提供する。ある特定の態様にした
がうと、送信機を潜在的に干渉するトラフィックパターンの知識を有する基地局（例えば
、ｅＮＢ）は、例えば、干渉測定リソース（ＩＭＲ）に基づいてＣＳＩを報告するとき、
平均化をどのように適用するか（または適用するか否か）をＵＥにシグナリングし得る。
結果として、報告は、実際の干渉のより有用な測定を提供し得る。
【００１４】
　[0022]　下記において、添付の図面を参照し、本開示の様々な態様がより十分に説明さ
れる。しかしながら、本開示は、多くの異なる形態で具現化されることができるものであ
り、この開示全体を通して提示される任意の特定の構成または機能に限定されるものと解
釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が徹底的で完全であり、当業者
に本開示の範囲を十分に伝えるように提供される。本明細書における教示に基づき、当業
者は、ここに開示された開示の任意の態様が、本開示の任意の他の態様と独立して実現さ
れようと、それらと組み合わされて実現されようと、本開示の範囲は、それらの態様をカ
バーすることを意図している、ということを理解すべきである。さらに、本開示の範囲は
、他の構造、機能、または、本明細書に説明される開示のさまざまな態様に追加された、
またはそれ以外の構造および機能を使用して実施される、そのような装置または方法をカ
バーするように意図されている。ここで開示される開示のいずれの態様も請求項の１つま
たはより多くの要素によって具現化され得ることに留意されたい。
【００１５】
　[0023]　「例示的」という用語は、本明細書では、「例、事例、または実例としての役
割を果たす」という意味で用いられる。「例示的」なものとしてここに説明される任意の
態様は、必ずしも、他の態様よりも好ましい、または利点を有するものと解釈されるべき
ではない。
【００１６】
　[0024]　特定の態様がここに説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換が、
本開示の範囲内に含まれる。好ましい態様のいくつかの恩恵および利点が説明されるが、
本開示の範囲は、特定の恩恵、使用、または目的に限定されることを意図しない。むしろ
、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プ
ロトコルに広く適用可能であることが意図され、そのうちのいくつかは、図面および好ま
しい態様の下記の説明において、例として示されている。詳細な説明および図は、限定で
はなく、本開示の単なる例示であり、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲およびそれ
らの均等物により規定されている。
【００１７】
　[0025]　ここに説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡ、および他のネットワークのような様々なワイヤレス通信ネットワークのため
に使用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば同義で使
用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ｃｄ
ｍａ２０００等のような無線技術を実現し得る。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤ
ＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡのその他の変形を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－
２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６スタンダードをカバーする。ＴＤＭＡネットワ
ークは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））のような無線
技術を実現し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウル
トラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商
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標））、ＩＥＥＥ ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ ８０２．２０、
フラッシュ－ＯＦＤＭ（登録商標）等のような無線技術を実現し得る。ＵＴＲＡおよびＥ
－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一
部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト
（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの最新リリースである。ＵＴＲＡ、
Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナー
シッププロジェクト」（３ＧＰＰ）という名称の機関による文書中に記述されている。ｃ
ｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰ
Ｐ２）という名称の機関による文書中に記述されている。
【００１８】
　[0026]　シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）は、送信側において
シングルキャリア変調を、および受信側で周波数領域均等化を利用するための送信技法で
ある。ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＯＦＤＭＡシステムのものと類似した性能、および、本質的に
同一の全体的な複雑性を有する。しかしながら、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号は、この固有のシン
グルキャリア構造であるために、より低いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を有する。Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡは、送信電力効率の観点において、より低いＰＡＰＲがモバイル端末に大い
に有益となるアップリンク通信において、特に大きな注目を集めた。それは、現在、３Ｇ
ＰＰ ＬＴＥまたは発展型ＵＴＲＡにおける、アップリンク多元接続スキームに対しての
動作仮説である。
【００１９】
　[0027]　基地局（「ＢＳ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（「ＲＮＣ
」）、発展型ノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ）、基地局制御装置（「ＢＳＣ」）、基地トランシ
ーバ局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルー
タ、無線トランシーバ、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット（「Ｅ
ＳＳ」）、無線基地局（「ＲＢＳ」）、またはいくつかの他の用語を含むか、それらとし
て実現されるか、またはそれらとして知られている。
【００２０】
　[0028]　ユーザ機器（「ＵＥ」）は、アクセス端末、加入者局、加入者ユニット、リモ
ート局、リモート端末、移動局、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機器、ユ
ーザ局、または何らかの他の専門用語を備えることができ、これらとして実現されること
ができ、または、これらとして周知であり得る。いくつかの実現において、移動局は、セ
ルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、無線ロー
カルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、無線接続能力を有するハン
ドヘルドデバイス、局（「ＳＴＡ」）、または無線モデムに接続された何らかの他の処理
デバイスであることができる。したがって、ここで教示される１つまたはより多くの態様
は、電話（例えば、セルラー電話またはスマートフォン）、コンピュータ（例えば、ラッ
プトップ）、携帯型通信デバイス、携帯型コンピューティングデバイス（例えば、パーソ
ナルデータアシスタント）、エンターテインメントデバイス（例えば、音楽またはビデオ
のデバイス、あるいは、衛星ラジオ）、グローバルポジショニングシステムデバイス、あ
るいは、ワイヤレスまたはワイヤード（Wired）の媒体を介して通信するように構成され
た他の何らかの適切なデバイス中に、組み込まれ得る。いくつかの態様では、ノードはワ
イヤレスノードである。そのようなワイヤレスノードは、例えば、ワイヤードまたはワイ
ヤレス通信リンクを介した、ネットワーク（例えば、インターネットまたはセルラーネッ
トワークのような広域ネットワーク）のための接続、またはネットワークまでの接続を提
供し得る。
【００２１】
　[0029]　ここに説明される技法は、他のワイヤレスネットワークおよび無線技術と同様
に、上述されたワイヤレスネットワークおよび無線技術のために使用され得る。明確さの
ために、これらの技法のある特定の態様は、ＬＴＥに関して以下に説明され、また、以下
の説明の多くで、ＬＴＥ用語が使用されている。
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【００２２】
　例示的なワイヤレス通信システム
　[0030]　図１は、ＬＴＥネットワークまたは他の何らかのワイヤレスネットワークであ
り得るワイヤレス通信ネットワーク１００を示す。ワイヤレスネットワーク１００は、多
数の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１１０および他のネットワークエンティティを含み得る。
ｅＮＢは、ユーザ機器（ＵＥ）と通信するエンティティであり、基地局、ノードＢ、アク
セスポイント（ＡＰ）等とも称され得る。各ｅＮＢは、特定の地理的エリアについての通
信カバレッジを提供し得る。３ＧＰＰでは、「セル」という用語は、この用語が使用され
る文脈に応じて、ｅＮＢのカバレッジエリアおよび／またはこのカバレッジエリアにサー
ビス提供するｅＮＢサブシステムのカバレッジエリアを指すことができる。
【００２３】
　[0031]　ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプ
のセルのための通信カバレッジを提供し得る。マクロセルは、比較的広い地理的エリア（
例えば、半径数キロメートル）をカバーすることができ、サービスに加入しているＵＥに
よる無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、比較的狭い地理的エリアをカバーする
ことができ、サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にすることができ
る。フェムトセルは、比較的狭い地理的エリア（例えば、住居）をカバーすることができ
、このフェムトセルとの関連を有するＵＥ（例えば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：Clos
ed Subscriber Group）内のＵＥ）による制限されたアクセスを可能にすることができる
。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと称され得る。ピコセルのためのｅＮＢは
、ピコｅＮＢと称され得る。フェムトセルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホー
ムｅＮＢ（ＨｅＮＢ）とも称され得る。図１に示される例において、ｅＮＢ１１０ａは、
マクロセル１０２ａのためのマクロｅＮＢであることができ、ｅＮＢ１１０ｂは、ピコセ
ル１０２ｂのためのピコｅＮＢであることができ、ｅＮＢ１１０ｃは、フェムトセル１０
２ｃのためのフェムトｅＮＢであることができる。ｅＮＢは、１つまたは多くの（例えば
、３つの）セルをサポートし得る。用語「ｅＮＢ」、「基地局」および「セル」は、ここ
で区別なく使用され得る。
【００２４】
　[0032]　ワイヤレスネットワーク１００は、中継局も含み得る。中継局は、アップスト
リーム局（例えば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータの送信を受信し、ダウンストリーム局
（例えば、ＵＥまたはｅＮＢ）へデータの送信を送ることができるエンティティである。
中継局はまた、他のＵＥのための送信を中継することができるＵＥであり得る。図１に示
される例において、中継局１１０ｄは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｄの間の通信を容易
にするために、マクロｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｄと通信し得る。中継局は、また
、中継ｅＮＢ、中継基地局、中継器（リレー、relay）、等、と称され得る。
【００２５】
　[0033]　ワイヤレスネットワーク１００は、異なるタイプのｅＮＢ、例えば、マクロｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、中継ｅＮＢ等、を含む異種ネットワークであり得る
。これらの異なるタイプのｅＮＢは、ワイヤレスネットワーク１００において、異なる送
信電力レベル、異なるカバレッジエリア、および、干渉における異なる影響を有し得る。
例えば、マクロｅＮＢは、高い送信電力レベル（例えば、５から４０Ｗ）を有し得るのに
対し、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢおよび中継ｅＮＢは、より低い送信電力レベル（例え
ば、０．１から２Ｗ）を有し得る。
【００２６】
　[0034]　ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合されることができ
、これらのｅＮＢのための調整および制御を提供し得る。ネットワークコントローラ１３
０は、バックホールを介してｅＮＢと通信し得る。ｅＮＢは、また、例えば、ワイヤレス
またはワイヤラインバックホールを介して直接的または間接的に、互いに通信し得る。
【００２７】
　[0035]　ＵＥ１２０（例えば、１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃ）は、ワイヤレスネット
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ワーク１００全体にわたって分布されることができ、各ＵＥは、固定式または移動式であ
ることができる。ＵＥは、アクセス端末、端末、移動局（ＭＳ）、加入者ユニット、局（
ＳＴＡ）等とも称され得る。ＵＥは、セルラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレ
スモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ
、コードレス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、タブレット、スマートフォ
ン、ネットブック、スマートブック等であり得る。
【００２８】
　[0036]　図２は、図１における基地局／ｅＮＢのうちの１つ、およびＵＥのうちの１つ
であり得る基地局／ｅＮＢ１１０およびＵＥ１２０の設計のブロック図である。基地局１
１０には、Ｔ個のアンテナ２３４ａ～２３４ｔが装備されることができ、ＵＥ１２０には
Ｒ個のアンテナ２５２ａ～２５２ｒが装備されることができ、ここで、一般的に、Ｔ≧１
およびＲ≧１である。
【００２９】
　[0037]　基地局１１０では、送信プロセッサ２２０は、１つまたはより多くのＵＥのた
めのデータソース２１２からデータを受信し、ＵＥから受信されたチャネル品質インジケ
ータ（ＣＱＩｓ：channel quality indicators）に基づいてＵＥごとに１つまたはより多
くの変調符号化方式（ＭＣＳ）を選択し、ＵＥのために選択された（単数または複数の）
ＭＣＳに基づいてＵＥごとのデータを処理（例えば、符号化および変調）し、全てのＵＥ
にデータシンボルを提供し得る。送信プロセッサ２２０はまた、（例えば、半静的リソー
ス分割情報（ＳＲＰＩ）、等のための）システム情報と制御情報（例えば、ＣＱＩ要求、
許可、上位レイヤのシグナリング等）を処理し、オーバーヘッドシンボルおよび制御シン
ボルを提供し得る。プロセッサ２２０はまた、基準信号（例えば、共通基準信号（ＣＲＳ
））および同期信号（例えば、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）およびセカンダリ同期信号
（ＳＳＳ））に対する基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ
）プロセッサ２３０は、適用できる場合、データシンボル、制御シンボル、オーバーヘッ
ドシンボル、および／または基準シンボルで空間処理（例えば、プリコーディング）を実
行することができ、Ｔ個の変調器（ＭＯＤｓ）２３２ａ～２３２ｔにＴ個の出力シンボル
ストリームを提供することができる。各変調器２３２は、（例えば、ＯＦＤＭ等のために
）それぞれの出力シンボルストリームを処理し、出力サンプルストリームを取得し得る。
各変調器２３２はさらに、出力サンプルストリームを処理（例えば、アナログ変換、増幅
、フィルタリング、およびアップコンバート）し、ダウンリンク信号を取得し得る。変調
器２３２ａ～２３２ｔからのＴ個のダウンリンク信号は、それぞれ、Ｔ個のアンテナ２３
４ａ～２３４ｔを介して送信され得る。
【００３０】
　[0038]　ＵＥ１２０では、アンテナ２５２ａ～２５２ｒは、基地局１１０および／また
は他の基地局からのダウンリンク信号を受信することができ、復調器（ＤＥＭＯＤ）２５
４ａ～２５４ｒに受信された信号をそれぞれ提供し得る。各復調器２５４は、その受信さ
れた信号を調整（例えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化
）し、入力サンプルを取得し得る。各復調器２５４は、（例えば、ＯＦＤＭ等のために）
入力サンプルを処理して、受信シンボルをさらに取得し得る。ＭＩＭＯ検出器２５６は、
全てのＲ個の復調器２５４ａ～２５４ｒから受信シンボルを取得し、適用可能な場合に、
受信シンボル上でＭＩＭＯ検出を実行して、検出したシンボルを提供し得る。受信プロセ
ッサ２５８は、検出されたシンボルを処理（例えば、復調および復号）し、データシンク
２６０にＵＥ１２０のための復号されたデータを提供し、コントローラ／プロセッサ２８
０に復号された制御情報およびシステム情報を提供し得る。チャネルプロセッサは、基準
信号受信電力（ＲＳＲＰ）、受信信号強度インジケータ（ＲＳＲＩ）、基準信号受信品質
（ＲＳＲＱ）、ＣＱＩ等を決定し得る。
【００３１】
　[0039]　アップリンク上で、ＵＥ１２０では、送信プロセッサ２６４は、データソース
２６２からデータを、およびコントローラ／プロセッサ２８０から（例えば、ＲＳＲＰ、
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ＲＳＳＩ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩ等を含む報告のための）制御情報を受信し、処理し得る。プ
ロセッサ２６４は、また、１つまたはより多くの基準信号のための基準シンボルを生成し
得る。送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用できる場合、ＴＸ ＭＩＭＯプロセ
ッサ２６６によってプリコーディングされ、（例えば、ＳＣ－ＦＤＭ、ＯＦＤＭ等のため
の）変調器２５４ａ～２５４ｒによってさらに処理され、基地局１１０に送信され得る。
基地局１１０では、ＵＥ１２０および他のＵＥからのアップリンク信号は、アンテナ２３
４によって受信され、復調器２３２によって処理され、適用できる場合、ＭＩＭＯ検出器
２３６によって検出され、ＵＥ１２０によって送られる復号されたデータおよび制御情報
を取得するために受信プロセッサ２３８によってさらに処理され得る。プロセッサ２３８
は、復号されたデータをデータシンク２３９に提供し、復号された制御情報をコントロー
ラ／プロセッサ２４０に提供し得る。基地局１１０は、通信ユニット２４４を含み、通信
ユニット２４４を介してネットワークコントローラ１３０に通信し得る。ネットワークコ
ントローラ１３０は、通信ユニット２９４、コントローラ／プロセッサ２９０、およびメ
モリ２９２を含み得る。
【００３２】
　[0040]　コントローラ／プロセッサ２４０および２８０は、それぞれ、基地局１１０お
よびＵＥ１２０におけるオペレーションを指示し得る。基地局１１０におけるプロセッサ
２４０および／または他のプロセッサおよびモジュール、および／またはＵＥ１２０にお
けるプロセッサ２８０および／または他のプロセッサおよびモジュールは、ここに説明さ
れる技法のための処理を実行または指示し得る。メモリ２４２および２８２は、それぞれ
、基地局１１０およびＵＥ１２０に対する、データおよびプログラムコードを記憶し得る
。スケジューラ２４６は、ダウンリンクおよび／またはアップリンクでのデータ送信のた
めにＵＥをスケジューリングし得る。
【００３３】
　[0041]　ＵＥ１２０にデータを送信するとき、基地局１１０は、データ割り当てサイズ
に少なくとも部分的に基づいてバンドリングサイズを決定し、決定されたバンドリングサ
イズのバンドルされた連続リソースブロックにおいてデータをプリコードするように構成
されることができ、ここにおいて、各バンドルにおけるリソースブロックは、共通プリコ
ーディングマトリックスでプリコードされ得る。つまり、リソースブロックにおけるＵＥ
－ＲＳおよび／またはデータのような基準信号（ＲＳ）は、同一のプリコーダを使用して
プリコードされ得る。バンドルされたリソースブロック（ＲＢ）の各ＲＢにおけるＵＥ－
ＲＳのために使用される電力レベルも、同じであり得る。
【００３４】
　[0042]　ＵＥ１２０は、基地局１１０から送信されたデータを復号するために相補処理
（complementary processing）を実行するように構成され得る。例えば、ＵＥ１２０は、
連続ＲＢのバンドルにおける基地局から送信された受信データのデータ割り当てサイズに
基づいてバンドリングサイズを決定し、ここにおいて、各バンドルにおけるリソースブロ
ックにおける少なくとも１つの基準信号は、共通プリコーディングマトリックスでプリコ
ードされる、基地局から送信された１つまたはより多くの基準信号（ＲＳ）および決定さ
れたバンドリングサイズに基づいて少なくとも１つのプリコード化チャネルを推定し、推
定されたプリコード化チャネルを使用して受信されたバンドルを復号するように構成され
得る。
【００３５】
　[0043]　図３は、ＬＴＥにおけるＦＤＤのための例示的なフレーム構造３００を示す。
ダウンリンクおよびアップリンクごとの送信タイムライン（transmission timeline）は
、無線フレームの単位に分割され得る。各無線フレームは、所定の持続期間（例えば、１
０ミリ秒（ｍｓ））を有し得、０～９のインデックスを持つ１０個のサブフレームに分割
され得る。各サブフレームは、２つのスロットを含み得る。したがって、各無線フレーム
は、０～１９のインデクスを有する２０個のスロットを含み得る。各スロットは、Ｌ個の
シンボル期間、例えば、（図２中で示されているように）ノーマルサイクリックプリフィ
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ックスに対して７個のシンボル期間、または、拡張サイクリックプリフィックスに対して
６個のシンボル期間を含み得る。各サブフレームにおける２Ｌ個のシンボル期間は、０～
２Ｌ－１のインデックスが割り当てられ得る。
【００３６】
　[0044]　ＬＴＥにおいて、ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポートされるセルごとのシステ
ム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚのダウンリンク上でプライマリ同期信号（ＰＳＳ）および
セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）を送信し得る。図３に示されるように、ＰＳＳおよびＳＳ
Ｓは、通常のサイクリックプレフィクスを備えた各無線フレームのサブフレーム０および
５におけるシンボル期間６および５でそれぞれ送信され得る。ＰＳＳおよびＳＳＳは、セ
ルの探索および捕捉のためにＵＥにより使用され得る。ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポー
トされるセルごとのシステム帯域幅にわたるセル固有の基準信号（ＣＲＳ）を送信し得る
。ＣＲＳは、各サブフレームのある特定のシンボル期間において送信され得、チャネル推
定、チャネル品質測定（channel quality measurement）、および／または他の機能を実
行するためにＵＥにより使用され得る。ｅＮＢは、また、ある特定の無線フレームのスロ
ット１におけるシンボル期間０から３で物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Phys
ical Broadcast Channel）を送信し得る。ＰＢＣＨは、いくつかのシステム情報を搬送し
得る。ｅＮＢは、ある特定のサブフレームにおける物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤ
ＳＣＨ）でシステム情報ブロック（ＳＩＢｓ）のような他のシステム情報を送信し得る。
ｅＮＢは、サブフレームの第１のＢ個のシンボル期間における物理ダウンリンク制御チャ
ネル（ＰＤＣＣＨ）で制御情報／データを送信することができ、ここで、Ｂ個はサブフレ
ームごとに設定可能であり得る。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間におけ
るＰＤＳＣＨ上でトラフィックデータおよび／または他のデータを送信することができる
。
【００３７】
　[0045]　ＬＴＥにおけるＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、およびＰＢＣＨは、「発展型ユニバ
ーサル地上無線接続（Ｅ－ＵＴＲＡ）；物理チャネルおよび変調（Evolved Universal Te
rrestrial Radio Access (E-UTRA); Physical Channels and Modulation）」と称される
、公的に入手可能な３ＧＰＰ ＴＳ３６．２１１において説明されている。
【００３８】
　[0046]　図４は、通常のサイクリックプリフィックスを備えた、ダウンリンク用の２つ
の例示的なサブフレームフォーマット４１０および４２０を示す。ダウンリンクに対して
利用可能な時間周波数リソースは、リソースブロックに分割され得る。各リソースブロッ
クは、１つのスロットにおいて１２個のサブキャリアをカバーすることができ、多数のリ
ソース要素を含み得る。各リソース要素は、１つのシンボル期間において１つのサブキャ
リアをカバーすることができ、１つの変調シンボルを送るために使用されることができ、
変調シンボルは、実数または複素数であることができる。
【００３９】
　[0047]　サブフレームフォーマット４１０は、２つのアンテナが装備されたｅＮＢのた
めに使用され得る。ＣＲＳは、シンボル期間０、４、７、および１１におけるアンテナ０
および１から送信され得る。基準信号は、送信機および受信機によって先験的（a priori
）に知られている信号であり、パイロットとも称され得る。ＣＲＳは、例えば、セル識別
子（ＩＤ）に基づいて生成されるセルのための固有の基準信号である。図４では、Ｒａと
ラベル表示される所与のリソース要素について、変調シンボルは、アンテナａからそのリ
ソース要素上で送信されることができ、また、何れの変調シンボルも、その他のアンテナ
からは、そのリソース要素上で送信されることができない。サブフレームフォーマット４
２０は、４つのアンテナが装備されたｅＮＢのために使用され得る。ＣＲＳは、シンボル
期間０、４、７、および１１におけるアンテナ０および１から、および、シンボル期間１
および８におけるアンテナ２および３から、送信され得る。サブフレームフォーマット４
１０および４２０の両方について、ＣＲＳは、セルＩＤに基づいて決定され得る空間サブ
キャリアで均等に送信され得る。異なるｅＮＢは、それらのセルＩＤに依存して、同一の
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または異なるサブキャリア上でそれらのＣＲＳを送信し得る。サブフレームフォーマット
４１０および４２０の両方について、ＣＲＳのために使用されないリソースエレメントは
、データ（例えば、トラフィックデータ、制御データ、および／または他のデータ）を送
信するために使用され得る。
【００４０】
　[0048]　インターレース構造（interlace structure）は、ＬＴＥにおけるＦＤＤのた
めのダウンリンクおよびアップリンクごとに使用され得る。例えば、０～Ｑ－１のインデ
ックスを備えたＱ個のインターレースが定義されることができ、ここで、Ｑは４、６、８
、１０、またはいくつかの他の値と等しくあり得る。各インターレースは、Ｑ個のフレー
ムによって離れた間隔をあけられるサブフレームを含み得る。特に、インターレースｑは
、サブフレームｑ、ｑ＋Ｑ、ｑ＋２Ｑ等を含むことができ、ここで、ｑ∈｛０，．．．，
Ｑ－１｝である。
【００４１】
　[0049]　ワイヤレスネットワークは、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデータ送
信のためのハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）をサポートし得る。ＨＡＲＱについて
、送信機（例えば、ｅＮＢ１１０）は、パケットが受信機（例えば、ＵＥ１２０）によっ
て精確に復号される、またはいくつかの他の終了条件に遭遇するまでパケットの１つまた
はより多くの送信を送り得る。同期ＨＡＲＱについて、パケットの全ての送信は、単一の
インターレースのサブフレームにおいて送られ得る。非同期ＨＡＲＱについて、パケット
の各送信は、任意のサブフレームにおいて送られ得る。
【００４２】
　[0050]　ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレッジ内に位置付けられ得る。これらのｅＮＢの
うちの１つは、ＵＥをサービス提供するために選択され得る。サービングｅＮＢは、受信
信号強度、受信信号品質、パス損失等のような、様々な基準に基づいて選択され得る。受
信信号品質は、信号対干渉プラスノイズ比（ＳＩＮＲ）、または基準信号受信品質（ＲＳ
ＲＱ）、または他の何らかのメトリックによって定量化され得る。ＵＥは、ＵＥが１つま
たはより多くの干渉ｅＮＢから高い干渉を観測し得る、支配的な干渉シナリオにおいて動
作し得る。
【００４３】
　例示的なセル固有の基準信号干渉平均化
　[0051]　ある特定のシステム（例えば、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）リリ
ース１１）において、チャネル状態情報－干渉測定（ＣＳＩ－ＩＭ）リソースは、より良
い干渉推定および測定のためにユーザ機器（ＵＥ）を支援することができる。ＣＳＩ－Ｉ
Ｍリソースのための測定インターバルはＵＥ実現であり得る。
【００４４】
　[0052]　干渉源のデータ送信により専有されたリソースに基づいて干渉が測定されると
き、測定は、干渉源のトラフィック負荷にしたがって幅広いバリエーションを示すことが
できる。このケースにおいて、測定された干渉は、特定のスケジュールされたサブフレー
ムにおける干渉と良く相関されないことがある。干渉バリエーションにより引き起こされ
る不一致（discrepancy）を減らすために、ＵＥが測定された干渉を平均化することが有
益である。
【００４５】
　[0053]　しかしながら、スケジューラが干渉源のトラフィックパターンを知っているシ
ステムにおいて、測定された干渉は測定サブフレームを干渉トラフィックの同一タイプを
経験しているスケジューリングサブフレームと関連付けることにより、スケジューリング
されたサブフレームと良く相関することができる。このケースにおいて、ＵＥによって測
定された干渉を平均化することは有益ではない。
【００４６】
　[0054]　ＵＥはそれ自体がスケジューラ（ｅＮＢ）が干渉源のトラフィックに気付いて
いるかどうかを決定することができないため、ＵＥは、ｅＮＢからの支援なく最適な平均
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化ストラテジーを決定することができない。
【００４７】
　[0055]　したがって、本開示のある態様にしたがうと、基地局（ｅＮＢ）はＵＥに平均
化のタイプ（および／または平均化するか否か）の指示を提供し得る。いくつかの実施形
態において、ｅＮＢはＣＳＩ報告についてＵＥが続くべき平均化のタイプを指示するため
にシグナリングを送り得る。平均化は、干渉平均化、チャネル平均化、信号対ノイズ（Ｓ
ＮＲ）平均化、およびスペクトル効果平均化のうちの１つまたはより多くを指し得る。
【００４８】
　[0056]　平均化のタイプは、時間領域平均化および周波数領域平均化のいずれかまたは
両方を指示することができる。シグナリングは、専用またはブロードキャストであり、専
用のシグナリングではもしかするとより効率的およびフレキシブルであり得る。
【００４９】
　[0057]　効率的なシグナリングは、２つの異なる平均化モードのうちの１つを指示する
、単一ビット指示であることができる。例えば、単一のビットは、ＵＥが、限定された固
定の平均化（例えば、１つのサブフレームまたは１つの物理リソースブロック（ＰＲＢ）
）またはより制限されていない（または無制限の）平均化を使用するべきであることを指
示し得る。
【００５０】
　[0058]　ある特定の態様にしたがうと、ＣＳＩ－ＩＭについて、干渉は、ＵＥにシグナ
リングされる特定のリソース上で測定され得る。ＣＳＩ報告が、周期性およびタイミング
が対象のＣＳＩ－ＩＭリソースとアラインされることができることを指示するとき、平均
化指示を超えるさらなるシグナリングは使用されることができない。しかしながら、これ
は、例えばＵＥ報告が特定のサブフレームのみに限定され得るような、過度の制限を導入
し得る。
【００５１】
　[0059]　ある特定の態様にしたがうと、ｅＮＢは、報告プロセスを測定リソースのある
特定のセットと関連付け、それによって報告を送る時間から測定の時間をデカップルする
ために、追加のシグナリングを送り得る。
【００５２】
　[0060]　ある特定の態様にしたがうと、周期的なＣＳＩ測定プロセスは、無線リソース
制御（ＲＲＣ）シグナリングによる測定サブフレームサブセットと関連付けられ得る。あ
る態様において、平均化インジケータは、ＵＥがサブフレームサブセット内で平均化する
べきかどうかをさらに制御し得る。
【００５３】
　[0061]　ＣＲＳベースのモードに関して、図５－８は、本開示のある特定の態様にした
がう、ＵＥリンクレベルシミュレーションのためのＣＳＩフィルタリングによって達成さ
れ得る例示的な利得を示す。図５－８は、それぞれ、物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）スループット対１セルＴＭ２サービング５００、１セルＴＭ６サービング６０
０、２セルＴＭ２サービング７００、および２セルＴＭ６サービング８００についてのＳ
ＮＲを示す。各グラフの１つの曲線はＣＳＩフィルタリングをともなう利得５０２、６０
２、７０２、８０２を示し、他の曲線はＣＳＩフィルタリングをともなわない利得５０４
、６０４、７０４、８０４を示す。図５－８は、加法性白色ガウス雑音（ＡＷＧＮ）、お
よび５０パーセント負荷を有する明示的な干渉源についての例示的なリンクレベルシミュ
レーション結果を示す。（時間領域における）干渉源フィルタリングは、パフォーマンス
をドラスティックに増加させることが分かる。周波数領域フィルタリングは、全てのシナ
リオについて固定される。
【００５４】
　[0062]　ＡＷＧＮ干渉源のケースでは、フィルタリングは、チャネルバリエーションを
担当し、ＳＮＲ（ＣＱＩ）変形を減らすことを助け得る。これは、より高いブロックエラ
ーレート（ＢＬＥＲ）およびより低い全体のパフォーマンスによりＣＱＩをオーバーシュ
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ートすることを防ぐことを助け得る。明示的な干渉源のケースでは、フィルタリングは、
ＳＮＲ（ＣＱＩ）の変形を減らし、ＣＱＩオーバーシューティングを防ぎ得る。５０パー
セント負荷のケースでは、それはチャネルおよび干渉変形を減らし得る。
【００５５】
　[0063]　図９および１０は、本開示のある特定の態様にしたがう、１セルＴＭ２サービ
ング９００および２セルＴＭ２サービング１０００についての例示的なＣＱＩヒストグラ
ムを示す。図９および１０は各々、ＣＱＩフィルタリングをともなう利得を示す棒、およ
びＣＱＩフィルタリングなしの利得を示す１つの棒を含む。（高いＢＬＥＲおよびインパ
クトパフォーマンスをもたらし得る）高いＣＱＩ値は減らされたことが分かる。
【００５６】
　[0064]　ある態様において、ＲＳベースのモードを使用して、ＣＳＩフィルタリングは
チャネルおよび干渉源バリエーションを減らし、ＣＱＩがＢＬＥＲを増加させることおよ
びパフォーマンスを減らすことをオーバーシュートすることができるより少ないインスタ
ンスをもたらすＳＮＲ（ＣＱＩ）変形を減らすことを助け得る。ある態様において、ＣＳ
Ｉ－ＲＳおよびＣＳＩ－ＩＭモードを使用して、ＵＥは異なる干渉構造を測定する複数の
ＣＳＩ報告を報告するように構成され得る。これらのケースにおいてＣＳＩをフィルタリ
ングすることは、送信ポイント協調のレベルに大きく依拠する。
【００５７】
　[0065]　密な（tight）送信点（ＴＰ）協調が広い地理的エリアにわたって実現される
、ある特定の態様にしたがうと、ＵＥ ＣＳＩフィルタリングは使用されないこともある
。干渉は、ネットワークにより制御され得、ＵＥはこの協調に依拠することができる。ネ
ットワークが、ＴＰスケジューリング上でより良く決定するために任意の有意な時間また
は周波数フィルタリングなしでＣＳＩ報告ごとにＵＥが精確にどの干渉を見ているかを知
ることが望ましくあり得る。これらのケースにおけるフィルタリングは、ＣＱＩがノイジ
ーになり得、最新の測定を反映しないため、干渉の正確なピクチャをネットワークに与え
ないこともある。ある態様において、ＵＥ ＣＳＩフィルタリングは、密なＴＰ協調およ
び最小限の制御されていない干渉が存在する、ＣＳＩ－ＲＳおよびＣＳＩ－ＩＭベースの
モードに使用されないこともある。
【００５８】
　[0066]　ある特定の態様にしたがうと、密なＴＰ協調が実現されないまたは協調された
マルチポイント（ＣｏＭＰ）クラスタサイズが適度（moderate）である場合、ＵＥ ＣＳ
Ｉフィルタリングはパフォーマンスを助け得る。ＣｏＭＰシナリオ１、２、３、および４
において、クラスタサイズは、１、３、または９マクロセルに限定され得る。したがって
、ＣｏＭＰクラスタの外の残りの干渉は、多くのＵＥに対して有意であることができる。
これらのＵＥは、干渉バリエーションを制御するためにＣＳＩフィルタリングから利益を
受け得る。これは、ＣＳＩフィルタリングがチャネルおよび干渉源バリエーションを減ら
すことによりパフォーマンスを増加させ、ネットワークに送られたＳＮＲおよびＣＱＩを
制御することを助けるＣＲＳベースのモードと同様である。
【００５９】
　[0067]　ある態様において、ＵＥ ＣＳＩフィルタリングは、密なＴＰ協調がないまた
は有意な制御されていない干渉が存在するＣＳＩ－ＲＳおよびＣＳＩ－ＩＭベースのモー
ドについて望ましくないことがある。
【００６０】
　[0068]　ＵＥ ＣＳＩフィルタリングを有することまたは有しないことの影響は全ての
ケースにおいて同じではないことが分かる。フィルタリングが望ましくないケース、およ
びそれが望ましいケースがあり得る。これは、協調レベルおよび干渉上のネットワーク制
御に依存することができる。
【００６１】
　[0069]　ＣＳＩ－ＲＳおよびＣＳＩ－ＩＭベースのモードについて、ＵＥ ＣＳＩフィ
ルタリングは特定のシナリオにおいて助けることができ、他では助けないことがある。あ
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る態様において、ＣＳＩ－ＲＳ／ＣＳＩ－ＩＭベースのモードについて、ネットワークは
干渉構造のネットワーク知識および配置に基づいて、ＵＥにフィルタリング様式をシグナ
リングし得る。これはＵＥが全ての条件において最大のパフォーマンスを達成することを
助け得る。ある態様において、ネットワークは、干渉構造のネットワーク知識および配置
に基づいて必要なフィルタリング様式を特定するシグナリング情報をＵＥに送り得る。
【００６２】
　[0070]　図１１は、本開示のある特定の態様にしたがう、例示的なオペレーション１１
００を示す。オペレーション１１００は、例えば、ＵＥにより実行され得る。オペレーシ
ョン１１００は、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用されるべき平均化のタイプの指
示を基地局から受信することによって、１１０２において開始し得る。
【００６３】
　[0071]　１１０４において、ＵＥは１つまたはより多くのサブフレームで受信される基
準信号を測定し得る。
【００６４】
　[0072]　１１０６において、ＵＥは指示された平均化のタイプおよび測定値に基づいて
ＣＳＩ報告を生成し得、１００８において報告を送り得る。
【００６５】
　[0073]　図１２は、本開示のある態様にしたがう、例示的なオペレーション１２００を
示す。オペレーション１２００は、例えば基地局により実行され得る。オペレーション１
２００は、１２０２において、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用されるべき平均化
のタイプの指示をユーザ機器（ＵＥ）に送信することによって開始し得る。
【００６６】
　[0074]　１２０４において、ＢＳは、指示された平均化のタイプおよび基準信号測定値
に基づいて生成されたＣＳＩ報告をＵＥから受信し得る。
【００６７】
　[0075]　上述したように、どの平均化のタイプを使用するかの指示は、時間領域平均化
、周波数領域平均化、または平均化しないことを指示し得る。さらに、指示は、干渉平均
化、チャネル平均化、信号対雑音比（ＳＮＲ）平均化、またはスペクトル効率平均化のう
ちの少なくとも１つを指示し得る。
【００６８】
　[0076]　指示は、様々な方式でシグナリングされ得る。いくつかのケースにおいて、指
示はＣＳＩ報告構成の一部として送られ得る。いくつかのケースにおいて、別個の指示が
異なる干渉測定リソース（ＩＭＲ）について独立して提供され得る。指示は、基地局から
ブロードキャストまたは専用のシグナリングを介して提供され得る。異なる指示が、同一
の干渉測定リソース（ＩＭＲ）について異なるＣＳＩプロセスに提供され得る。
【００６９】
　[0077]　さらに、異なる指示が、サブフレームの異なるサブセットに独立して適用され
るように異なる平均化のタイプに提供され得る。例えば、サブセットにおけるサブフレー
ムは、対応する干渉基地局のトラフィック負荷に少なくとも部分的に基づいて選択され得
る。
【００７０】
　[0078]　上述したように、指示は２つの平均化モードのうちの１つを指示する単一ビッ
トとして提供され得る。２つの平均化モードは、平均化が制限された範囲のリソースにわ
たって適用される固定された平均化モード、および平均化がより広い範囲のリソースにわ
たって適用されるより限定されない平均化モードを含み得る。
【００７１】
　[0079]　いくつかのケースにおいて、指示は報告プロセスを測定リソースのある特定の
セットと関連付け得る。例えば、指示は周期的ＣＳＩ測定プロセスを測定サブフレームサ
ブセットと関連付け得る。
【００７２】
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　[0080]　上述した方法の様々な動作は、対応する機能を実行することができる任意の適
切な手段によって実行され得る。手段は、これらに限定されないが、回路、特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）、または、プロセッサを含む、様々なハードウェアおよび／または
（１つまたは複数の）ソフトウェア／ファームウェアコンポーネントおよび/または（１
つまたは複数の）モジュールを含み得る。一般に、図面に例示された動作が存在する場合
、これらの動作は、任意の適切な対応する相当のｍｅａｎｓ－ｐｕｌｓ－ｆｕｃｔｉｏｎ
コンポーネントによって実行され得る。
【００７３】
　[0081]　開示された処理におけるステップの特定の順序または階層は、例示的なアプロ
ーチの一例であるということが理解されるべきである。設計の選択に基づいて、これら処
理におけるステップの具体的な順序または階層は、本開示の範囲内にとどまりながら再配
置され得ることが理解されるべきである。添付の方法の請求項は、例示的な順序で様々な
ステップのエレメントを提示しているが、提示された特定の順序または階層に限定される
ことを意図するものではない。
【００７４】
　[0082]　当業者は、情報および信号が、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用
して表され得ることを理解するだろう。例えば、上記説明の全体にわたって参照され得る
データ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流
、電磁波、磁場または磁性粒子、光場または光粒子、あるいはこれらの組み合わせによっ
て表され得る。
【００７５】
　[0083]　当業者はさらに、ここでの開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロ
ック、モジュール、回路、およびアルゴリズムのステップが、電子ハードウェア、ソフト
ウェア／ファームウェア、または両者の組み合わせとして実現され得ることを理解するだ
ろう。ハードウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に説明するために、様々な例
示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、それらの機能
の観点で一般的に上述されている。このような機能が、ハードウェアとして実現されるか
、あるいはソフトウェア／ファームウェアとして実現されるかは、特定のアプリケーショ
ンおよびシステム全体に課せられる設計制約に依存する。当業者は、説明された機能を、
特定の用途ごとに異なる手法で実現することができるが、そのような実現の決定は、本開
示の範囲からの逸脱を生じるものとして解釈されるべきではない。
【００７６】
　[0084]　ここでの開示に関連して説明された、様々な例示的な論理ブロック、モジュー
ル、および回路は、ここで説明された機能を実行するように設計された、汎用プロセッサ
、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または他のプログラマブル論理デバイス
、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハードウェアコンポーネント、またはそれら
の任意の組み合わせを用いて、実現または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロ
セッサであり得るが、代替で、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マ
イクロコントローラ、もしくはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピュ
ーティングデバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ
、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと結合された１つまたはより多くのマイクロプ
ロセッサ、または任意の他のそのような構成として、実現され得る。
【００７７】
　[0085]　ここでの開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、ハ
ードウェアで直接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェア／ファームウェアモ
ジュールで、またはそれらの組み合わせで具現化され得る。ソフトウェア／ファームウェ
アモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、
ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバルディスク、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ、または当該技術分野において周知のその他任意の形状の記憶媒体内に存在し



(16) JP 6396328 B2 2018.9.26

10

20

30

40

50

得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取ったり、記憶媒体に
情報を書き込んだりできるように、プロセッサに結合されている。あるいは、記憶媒体は
、プロセッサに組み込まれ得る。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣの中に存在し得
る。ＡＳＩＣは、ユーザ端末に存在し得る。代替において、プロセッサおよび記憶媒体は
、ユーザ端末中にディスクリートコンポーネントとして存在し得る。
【００７８】
　[0086]　１つまたはより多くの例示的な設計において、説明された機能は、ハードウェ
ア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせで実現され得る。
ソフトウェアで実現される場合、機能は、コンピュータ読取可能媒体上で、１つまたはよ
り多くの命令またはコードとして、記憶または伝送され得る。コンピュータ読取可能媒体
は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を
含む通信媒体とコンピュータ記憶媒体との両方を含む。記憶媒体は、汎用または特殊用途
コンピュータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限
定ではなく例として、そのようなコンピュータ読取可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置、または
他の磁気記憶デバイス、または、命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコード
手段を搬送または記憶するために使用されることができ、かつ、汎用または特殊用途コン
ピュータ、または汎用または特殊用途プロセッサによってアクセスされることができる任
意の他の媒体を備え得る。また、任意の接続は、コンピュータ読取可能媒体と厳密には称
される。例えば、ソフトウェアが、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースか
ら、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ
）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して伝送され
る場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、
無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。ここで使用
される場合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）
、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）、フ
ロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイ（登録商標）ディスクを含み、ここでデ
ィスク（disk）は、通常磁気的にデータを再生し、一方ディスク（disc）は、レーザーを
用いて光学的にデータを再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピュータ読取
可能媒体は、非一時的なコンピュータ読取可能媒体（例えば、有体的媒体）を備え得る。
さらに、他の態様では、コンピュータ読取可能媒体は、一時的なコンピュータ読取可能媒
体（例えば、信号）を備え得る。上記の組み合わせは、また、コンピュータ読取可能媒体
の範囲内に含まれるべきである。
【００７９】
　[0087]　本明細書において使用される場合、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」
というフレーズは、単一の要素を含む、それらの項目の任意の組み合わせに言及するもの
である。例として、「ａ、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－
ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ－ｃを含むことを意図する。
【００８０】
　[0088]　本開示の先の説明は、本開示を製造または使用することをいずれの当業者にも
可能にさせるために提供されている。本開示に対する様々な変更は、当業者に容易に理解
され、本明細書において定義された一般的な原理は、本開示の精神または範囲から逸脱す
ることなく、他の変形例に適用されることができる。したがって、本開示は、本明細書に
おいて説明された例および設計に限定されることは意図せず、本明細書に開示された原理
および新規な特徴と一致する最も広い範囲が付与されるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用されるべき平均化のタイプの指示を基地局から
受信することと、
　１つまたはより多くのサブフレームにおいて受信される基準信号を測定することと、
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　前記指示された平均化のタイプおよび前記測定値に基づいてＣＳＩ報告を生成すること
と、および、
　前記ＣＳＩ報告を送ることと、
　を備える、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ２］
　前記指示は、時間領域平均化または周波数領域平均化のうちの少なくとも１つを指示す
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記指示は、任意の平均化のタイプが全てにおいて適用されるべきであるかどうかの指
示を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記指示は、干渉平均化、チャネル平均化、信号対ノイズ比（ＳＮＲ）平均化、または
スペクトル効率平均化のうちの少なくとも１つの指示を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記指示は、ＣＳＩ報告構成の一部として受信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記指示は、異なる干渉測定リソース（ＩＭＲｓ）に関して独立して提供される、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記指示は、前記基地局からブロードキャストまたは専用シグナリングのうちの少なく
とも１つを介して提供される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　異なる指示が、同一の干渉測定リソース（ＩＭＲ）のための異なるＣＳＩプロセスに関
して提供される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　異なる指示が、サブフレームの異なるサブセットに対して独立して適用されるべき異な
る平均化のタイプに関して提供される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　サブセット中のサブフレームは、対応する干渉基地局のトラフィック負荷に少なくとも
部分的に基づいて選択される、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記指示は、２つの平均化モードのうちの１つを示す単一ビットとして提供される、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記２つの平均化モードは、
　固定の平均化モードと、ここにおいて、平均化はリソースの限定された範囲にわたって
適用される、および、
　より限定されない平均化モードと、ここにおいて、平均化はリソースのより広い範囲に
わたって適用される、
　を備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　ＣＳＩ報告に適用されるべき平均化のタイプの前記指示を前記基地局から受信すること
は、
　報告プロセスを測定リソースの特定のセットと関連付けるためのシグナリングを、前記
基地局から受信すること、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記シグナリングは、周期的なＣＳＩ測定プロセスを測定サブフレームサブセットと関
連付ける、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
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　チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用されるべき平均化のタイプの指示をユーザ機器
（ＵＥ）に送信することと、および、
　前記指示された平均化のタイプおよび基準信号測定値に基づいて生成されたＣＳＩ報告
を前記ＵＥから受信することと、
　を備える、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信の方法。
［Ｃ１６］
　前記指示は、時間領域平均化または周波数領域平均化のうちの少なくとも１つを指示す
る、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記指示は、任意の平均化のタイプが全てにおいて適用されるべきであるかどうかの指
示を備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記指示は、干渉平均化、チャネル平均化、信号対ノイズ比（ＳＮＲ）平均化、または
スペクトル効率平均化のうちの少なくとも１つの指示を備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１９］
　指示は、ＣＳＩ報告構成の一部として送信される、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記指示は、異なる干渉測定リソース（ＩＭＲｓ）に独立して提供される、Ｃ１５に記
載の方法。
［Ｃ２１］
　前記指示は、前記基地局からブロードキャストまたは専用シグナリングの少なくとも１
つを介して提供される、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２２］
　異なる指示が、同一の干渉測定リソース（ＩＭＲ）のための異なるＣＳＩプロセスに提
供される、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２３］
　異なる指示が、サブフレームの異なるサブセットに独立して適用されるべき異なる平均
化のタイプに提供される、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２４］
　サブセット中のサブフレームは、対応する干渉基地局のトラフィック負荷に少なくとも
部分的に基づいて選択される、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２５］
　前記指示は、２つの平均化モードのうちの１つを示す単一ビットとして提供される、Ｃ
１５に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記２つの平均化モードは、
　固定の平均化モードと、ここにおいて、平均化はリソースの限定された範囲にわたって
適用される、および、
　より限定されない平均化モードと、ここにおいて、平均化はリソースのより広い範囲に
わたって適用される、
　を備える、Ｃ２５に記載の方法。
［Ｃ２７］
　ＣＳＩ報告に適用されるべき平均化のタイプの前記指示を送信することは、
　報告プロセスを測定リソースの特定のセットと関連付けるためのシグナリングを、前記
ＵＥに送信すること、
　を備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２８］
　前記シグナリングは、周期的なＣＳＩ測定プロセスを測定サブフレームサブセットと関
連付ける、Ｃ２７に記載の方法。
［Ｃ２９］
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　チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用されるべき平均化のタイプの指示を基地局から
受信するための手段と、
　１つまたはより多くのサブフレームにおいて受信される基準信号を測定するための手段
と、
　前記指示された平均化のタイプおよび前記測定値に基づいてＣＳＩ報告を生成するため
の手段と、および、
　前記ＣＳＩ報告を送るための手段と、
　を備える、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ３０］
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告に適用されるべき平均化のタイプの指示をユーザ機器
（ＵＥ）に送信するための手段と、および、
　前記指示された平均化のタイプおよび基準信号測定値に基づいて生成されたＣＳＩ報告
を前記ＵＥから受信するための手段と、
　を備える、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信の装置。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】



(22) JP 6396328 B2 2018.9.26

【図１１】 【図１２】
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